
第5回日本運動器SHOCK WAVE研究会 学術集会 SHOCK WAVE JAPAN 2023

日時：2023年9月24日（日）9:30～16:30(認定試験：16:45~17:15)

オンデマンド配信期間：2023年10月5日（木）~10月22日（日）

場所：大崎ブライトコアホール

テーマ： ESWTの更なる臨床応用を目指して

日整会単位対象講演、JOSST認定単位対象講演（予定）

開始時間 終了時間 時間 プログラム 演題 演者 所属 座長 所属

9:30 9:35 5 岩堀　裕介 先生 医療法人 三仁会 あさひ病院 スポーツ医学・関節センター センター長

9:35 10:05 30 骨軟骨損傷に対する体外衝撃波治療は組織修復を促進する 岩瀬　穰志 先生 徳島大学 整形外科学

10:05 10:35 30 RPWを用いた痙縮治療 見目　智紀 先生 北里大学病院 リハビリテーション科 科長 北里大学 医学部 整形外科学  講師

10:35 11:05 30 創傷治癒におけるメカノバイオロジーとメカノセラピー 小川　令 先生 日本医科大学形成外科学教室 主任教授

11:05 11:35 30 半月板損傷に対する体外衝撃波治療 橋本　章吾 先生 群馬大学 整形外科学

11:35 11:50 15

11:50 12:20 30 体外衝撃波治療を活用した集学的整形外科診療の最前線 面谷　透 先生 東京先進整形外科 院長

12:20 13:20 60
A Novel Method using RPW in Treating the Upper Extremity

And Combination Treatments to Improve the Efficacy
Dr. Kwang-Sun Park Seoul Sun Orthopedics Clinic, South Korea

13:20 13:30 10 総会 前年度収支報告、新世話人紹介

13:30 14:10 40

拡散型圧力波は不動化に伴う関節可動域制限ならびに筋萎縮からの回復を促進する 横山　真吾　先生 豊橋創造大学　保健医療学部　理学療法学科

体外衝撃波治療がRATモデルの半月板変性に与える影響 髙瀬　亮太　先生 群馬大学大学院　整形外科

拡散型体外衝撃波療法の除痛メカニズムの検討 平岡　祐　先生 千葉大学大学院医学研究院整形外科学

難治性上腕骨内側上顆炎に対するFSWの治療成績 梶田　幸宏　先生 一宮西病院　整形外科

上腕骨外側上顆炎に対する集束型衝撃波と拡散型圧力波の治療効果の比較 川本　友也　先生 医療法人三仁会　春日井整形外科

R-PW照射前後のECRB周囲におけるSuperb Micro-vascular Imaging(SMI)による血流の比較 鬼頭　明裕　先生 医療法人宏友会　竹内整形外科・内科クリニック　リハビリテーション科

上腕骨小頭離断性骨軟骨炎に対する体外衝撃波治療の効果と限界について 琴浦　義浩　先生 京都中部総合医療センター

距骨骨軟骨損傷に対する体外衝撃波治療の経験 大原　邦仁　先生 みずほ足クリニック

15:10 15:20 10

下肢慢性皮膚創傷治療におけるF-SW照射頻度の検討 荒川　裕志　先生 村上外科病院

重症度の高い（KL４）変形性膝関節症(膝OA)に対する自己蛋白質溶液（APS）とESWTの組み合わせ治療 中里　伸也　先生 医療法人Nクリニック

HCHTO術後の遷延癒合予防に対するFSWの効果 山本　隆一郎　先生 あさひ病院

変形性膝関節症に対する拡散型対外衝撃波の治療効果 清水　啓　先生 プライムコーストみなとみらいクリニック

膝関節鏡術後のポータルペインに対する拡散型圧力波（radial pressure wave; RPW）の治療経験 吉田　勝浩　先生 公立藤田総合病院

拡散型圧力波の関節可動域改善効果に関する研究 -治療頻度における効果の比較- 花谷　良海　先生 阪奈中央病院　スポーツ関節鏡センター

集束型衝撃波治療を施行した足底腱膜炎患者におけるSAFE-Qの臨床的最小重要変化量（MCID）の検討 大場　拓哉　先生 船橋整形外科クリニック

難治性足底腱膜炎への集束型衝撃波治療における治療後の再発とその要因 内野　真明　先生 羊ヶ丘病院

岩堀　裕介 先生 医療法人 三仁会 あさひ病院 スポーツ医学・関節センター センター長

熊井　司 先生 早稲田大学　スポーツ科学学術院　教授

高橋　憲正 先生 医療法人社団 紺整会 船橋整形外科 スポーツ医学・関節センター センター長

16:30 16:45 15

16:45 17:15 30

17:30 機器展示終了

18:00 会場クローズ

※*マーク：日本整形外科学会教育研修単位対象講演

　　　　　　臨床に根差した基礎的新知見Ⅱ：[2] 外傷性疾患（スポーツ障害を含む）

　　　　　　日韓クリニックにおける先進的保存療法：[2] 外傷性疾患（スポーツ障害を含む）、(S) 教育研修会スポーツ単位

※**マーク：JOSST認定単位対象講演

※プログラムは予告なく変更する可能性があることをご了承ください

医療法人 三仁会 あさひ病院 スポーツ医学・関節センター センター長

オープニング（会長挨拶）

休憩 ※お弁当配布

高橋　憲正 先生

大森　豪 先生

医療法人社団 紺整会 船橋整形外科 スポーツ医学・関節センター　センター長

新潟医療福祉大学 健康科学部 健康スポーツ学科 教授

日韓クリニックにおける先進的保存療法 *, ** 岩堀 裕介 先生

臨床に根差した基礎的新知見Ⅰ　**

臨床に根差した基礎的新知見Ⅱ　*, **

整形外科 桜木クリニック 院長

休憩・交流　※お弁当ごみ回収、前半プログラムの時間調整

休憩

15:20 16:20
一般演題Ⅱ

1演題あたり7分（口演5分、質疑2分）
小田切　陽樹 先生60

一般演題Ⅰ

1演題あたり7分（口演5分、質疑2分）
6015:1014:10 徳島大学 リハビリテーション部 教授松浦　哲也 先生

休憩

JOSST認定試験

16:20 16:30 10

クロージング（会長挨拶）

代表世話人からの挨拶

次期会長からの挨拶


